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《熊野学区人権問題講演会　報告》
～いのちと生きることへの願い～
村上彩子　トーク＆コンサート
　熊野小学校で９月５日，ソプラノ歌手の村上彩子さんのトーク＆コンサートを開催し，１２０人の参加がありました。
　村上さんは，音楽に対する挫折感から一時会社員になりましたが，音楽をあきらめきれずに再度東京藝術大学の受験にチャレンジしました。

　何度も失敗し夢をあきらめようとしかけた時，戦没画学生慰霊美術館「無言館」と出会い，夢半ばで死ななければならなかった画学生の作品を目にして強い衝撃を受けたそうです。作品からは「もっと生きたい，もっと描きたい」という叫びが溢れ，彼らの夢を引き継ごうと気持ちを強くし，７回目のチャレンジで東京藝術大学に合格することができました。
　困難を乗り越え音楽の道に戻り，多くの出会い，体験を通して「夢はあきらめなければかなうこと」「いのち」「平和」の大切さをお話していただきました。

　すばらしい歌，そして困難を乗り越えた体験を聞き，参加者は大きな感動と勇気をもらいました。

　　　　
《鞆町人権問題講演会》
～いのち輝く瞬間　ともに感じてみませんか～
「いのち　みつめて　うたをこぼせ」
～猿まわしとお話～
と　き　１０月２８日（火）１９：３０～

ところ　福山市鞆公民館

講　師　猿舞座　座長　　村崎　修二さん
　　　　１９７８年，周防猿まわしの会を兄の村崎正義さんらと結成。猿まわしの復活に着手。
　　　　１９８２年，本仕込みの伝承を掲げて「猿舞座」を結成し，元祖猿まわしの里―山口県周東町を拠点に活動。現在に至る。相棒の芸猿アトムは１６歳。

入場無料

手話・要約筆記あります。

お問合せ　南部ブロック社会教育センター

　　　　　　　　　　℡０８４（９５６）４６４１

　　　　　鞆公民館　℡０８４（９８２）２６６４

主　　催　南部ブロック社会教育センター　鞆公民館

　　　　　鞆町人権学習推進協議会　鞆コミュニティ館

南部こんなんやるＤay
南部ブロック管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

熊野コミュニティ館　℡９５９－０９４３
（電話は瀬戸コミュニティ館に転送されます。）

人権啓発講座

～誰もが大切にされる社会をめざして！～

と　き　１０月２５日（土）１０：００～

　　講　師　オカリナα　

オカリナ＆ギターの演奏とお話
差別のない，誰もが幸せに暮らせる社会にするために，みなさんと一生に考え合いたいと思います。


山手コミュニティセンター　℡９５１－５６７９
バンビ教室　～育児がラクになる～
　『ベビーサイン教室』
と　　き　毎月第２木曜日１０：００～
　　　　　　　第１回１０月９日　連続６回
　　対象年齢　６ヶ月～１才半まで
　　申込み　山手コミュニティセンター

まだ，しゃべれない赤ちゃんと手話を使ってコミュニケーションをとる方法がベビーサインです。赤ちゃんとおしゃべりしてみませんか？

人・まち・ふくしフェスタ２００８＠うつみ・ぬまくま
～みんなが輝くまちづくり～
半島の活性化と，福祉の推進・人権文化の根付いたまちづくりの実現にむけた“市民が主役”のフェスタです。
と　き　１１月９日（土）１０：００～１６:００
　　ところ　沼隈サンパル・沼隈福祉会館・

沼隈支所駐車場
※講演会「笑い・生き甲斐・自然治癒力」
　　　　倉敷市すばるクリニック委員長　伊丹仁朗さん

· 小学校児童・保育所園児の発表

· 芸能発表　はね踊り・和太鼓・舞踊　他

· 異文化交流「私の見た日本」意見発表

· 展示　ピースメッセージ２００８　輝きメッセージ

　　　　人権標語作品　人権啓発ポスター　他

· 絵本の読み聞かせ・おもちゃサロン

· 各種飲食店多数あり

· その他もりだくさん

主　催　人・まち・ふくしフェスタ２００８＠うつみ・ぬまくま実行委員会
問合せ　事務局　千年公民館内　℡９８７－３１８８


ボーノさんのささやき
　中学３年生の２人に１人が持っている携帯電話。「連絡が取れて安心」という親の思いとは別に，持つことで子どもがトラブルに巻き込まれるケースが増えています。

　中高生が非公式に立ち上げる「学校裏サイト」では，アクセス数を増やそうと自分の裸の写真を載せたり，匿名で書き込めるために同級生らを攻撃したりするケースもあります。また出会い系サイトなどをきっかけに犯罪に巻き込まれるケースも後を絶ちません。
　子どもが携帯電話のインターネットを使っているのは世界中で日本だけ。他の国の子どももインターネットを使いますが，居間に置いたパソコンを使い，親はそばで見守り，フィルタリングソフトを使います。子どものネット使用の責任者は親，というのが世界の常識です。

　その常識が日本ではあまりないように思います。

　携帯電話は，親の頭の上を跳び越して子どもと外の世界を結びます。情報だけでなく危険なおとなや物も近づけます。

　子どもたちのリスクを回避するため，おとなが携帯電話の特性や危険性を理解し，子どもと話し合い，注意して見守り，指導していくことが大切ではないでしょうか。






























